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クラブスローガン
 「笑顔の輪を広げよう」

和歌山ロータリークラブ
クラブ創立 1937 年 4 月 27 日　国内創立順位 28 番

クラブ No.4289

事務所：〒640-8156　和歌山市七番丁26-1
　　　　ダイワロイネットホテル和歌山２階
電　話：073-432-1681　FAX.073-428-1666

例会場：和歌山市七番丁26-1 ダイワロイネットホテル和歌山4階
例会日：毎週火曜日 12:30～13:30
e-mail：wrc@dream.ocn.ne.jp　https://wakayama-rc.org 

Club of WakayamaClub of Wakayama
持続可能なインパクトを生み出そう
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　�ロータリーソング　　それでこそロータリー
　�ビ ジ タ ー 紹 介　　ゲスト　ガバナー補佐 佐藤義記さん、東京中央R.C.より北崎 隆さん
　�出 席 報 告　　（会員数76名、免除会員３名）本日出席（7/21） 61名 81.33％
　�メ イ キ ャ ッ プ　　和西へ３名
　　　　　　　　　　　　堺R.C.堀内佐智夫さん、林　俊行さん、中谷友紀さん、秦　崇さん、和中美喜夫さん、
　　　　　　　　　　　　川端貞喜さん、海瀬隆太郎さん、中野智一さん、真鍋義人さん、濵田　勝さん、松井良樹さん、
　　　　　　　　　　　　石川裕之さん、岩元豊明さん、山本雄太さん、塚本貞治さん、村田弘至さん、福辺昌紀さん、
　　　　　　　　　　　　戸松広明さん、河村秀樹さん、池内茂雄さん、豊田英三さん、森下展行さん、野志幸生さん

　　（財団寄付献金箱）　　林　俊行さん、中谷友紀さん、秦　崇さん、和中美喜夫さん、川端貞喜さん、海瀬隆太郎さん、
　　　　　　　　　　　　中野智一さん
　　（米山奨学会献金箱）　　林　俊行さん、中谷友紀さん、秦　崇さん、和中美喜夫さん、川端貞喜さん、海瀬隆太郎さん、
　　　　　　　　　　　　竹中喜廣さん
　　（青少年育成奨励金）　　林　俊行さん、中谷友紀さん、秦　崇さん、和中美喜夫さん、川端貞喜さん、海瀬隆太郎さん

�S.  A.  A.
（ ニ コ ニ コ 箱 ）

「豊臣兄弟と和歌山城」
和歌山市語り部クラブ　　 　　
会　長　丸 毛 光 明 さん

米山記念奨学会　表彰米山記念奨学会　表彰
第７回米山功労者マルチプル 木 谷 聡 一 会員
第４回米山功労者マルチプル 高　　　誠 会員
第３回米山功労者マルチプル 松 尾 泰 明 会員

第１回米山功労者 垣 本 英 作 会員
第１回米山功労者 紀 　 俊 崇 会員

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（4）名 手 孝 和 会員

ロータリー財団　認証
　先日、「コロナ禍を通じて感じたレジ
リエンスの重要性」をテーマにした講
演を拝聴しました。レジリエンスとは、
困難に直面しても立ち直り、そこから
学び成長する力です。講演では、効率
を追求する「ジャスト・イン・タイム」
から、不測の事態に備える「ジャスト・

イン・ケース」への考え方の変化が紹介されました。また、
目標から逆算する「コーゼーション」と、今ある資源を生
かして未来を切り拓く「エフェクチュエーション」の重要
性についても学びました。特に「レモネードの原則」は、
不測の事態を新たな機会に変える発想です。不確実性の高
い時代だからこそ、計画性と柔軟性を兼ね備え、変化を成
長の機会と捉える姿勢が、これからのクラブ運営や経営に
不可欠であると強く感じました。

本日合計 ￥72,000　　今年度累計額 ￥261,000

国際ロータリー第2640地区　　　　　

ガバナー　岡 本 弥 生 さん

「ガバナー公式訪問」

No.3647　7月28日㈫

7月28日㈫ 8月4日㈫

7月は母子の健康月間です

会 長　林 　 俊 行　 会　　　長　　　報　　　告

本日の卓話

先週の例会記録

会長あいさつ

次週の卓話

名手会員

松尾会員

木谷会員

垣本会員

高会員

2026-27年度 第３回クラブ協議会 開催
2026年7月21日㈫13時45分～



四つのテスト〈言行はこれに照らしてから〉　⑴真実かどうか　⑵みんなに公平か　⑶好意と友情を深めるか　⑷みんなのためになるかどうか

和歌山市内RC：TEL.例会場(曜日)時間
■和歌山北 432-5260 ダイワロイネットホテル和歌山(月)12：30　■和歌山アゼリア 435-3470 フォルテワジマ4F小ホール(月)12：30　■和歌山西 432-1654 サンブレストビル2F(水)12：30
■和歌山東南 423-3666 和歌山マリーナシティホテル(水)12：30※第1・2(水)は18：30～19：30※第3・4・5(水)は12：30～13：30　■和歌山東 432-4343 ダイワロイネットホテル和歌山(木)12：30
■和歌山城南 432-1615 ホテルランドマーク和歌山(木)18：30　■和歌山南 423-8822 ダイワロイネットホテル和歌山(金)12：30　■和歌山中 423-3555 ダイワロイネットホテル和歌山3F(金)19：00

（左から）紹介者の真鍋会員、林会長、ゲストの堀内さん
旅行会 能登半島沖地震応援ツアー

海 瀬 隆太郎 会員　

海瀬亀太郎様お別れの会の御礼

「大阪ガスのシンボルスポーツの取り組み」

卓　　　　　　　　　　話

大阪ガス株式会社　　　　　　　
南部・和歌山地区統括支配人　
　　　堀 内 佐智夫 さん

　本日はこのような機会をいただき、
ありがとうございます。
　２年前から大阪ガス硬式野球部長を
拝命しています。本日は「大阪ガスの

シンボルスポーツへの取り組み」をご紹介いたします。

　Daigasグループの現「中期経営計画2026」では重点戦略
として「３つの約束」を掲げています。その１つが「従業
員の輝き向上」です。計画を絵に描いた餅に終わらせず、
実現していく原動力はまさに「ヒト・従業員」であります。
その「輝き」を増すことが計画達成に何よりも必要だと考
えています。
　「従業員の輝き向上」を進めるため、人材戦略として５つ
の重点取り組みを設定しています。その１つ「ウエルビー
ング」（身体的、精神的、社会的に満たされた状態）を高め
る取り組みとしてクラブ活動を位置付けています。
　活動中のクラブは現在23あります。運動部だけではなく
文化部もあります。その中で、硬式野球部と陸上競技部は
特にシンボルスポーツクラブ・強化クラブと位置付け、会
社として積極的に支援・推進しています。
　「大阪ガス硬式野球部」は現在創部48年目、あと２年で創
部50年の節目を迎えます。夏に東京ドームで行われる「都
市対抗野球大会」と秋に大阪ドームで行われる「日本選手
権大会」という２つの全国大会での優勝・日本一を目指
して日々練習しています。お陰さまで直近８年間で４度日
本一になることができました。初めて日本一になったのは
2018年。主力選手に現在阪神で活躍する近本光司選手がい
ました。
・勝つことはもちろん大事ですが、取り組むプロセスを含
め、以下の３つのミッションを常に意識して活動していま
す。
　①「Daigasグループの求心力・ブランド力の向上」
　②「野球を通じた社会への貢献」
　③「会社に貢献できる人材の育成」
・「野球を通じた社会への貢献」も重要だと考えています。
私が入社した当時、社長から「良き企業人である前に良き
社会人であれ」と言われました。選手には、大げさに考え
ず「社会のため自分たちにできることはないか」という意
識を常に頭の片隅に置いておいてほしいと思っています。
　お陰さまで8/26から行われる「都市対抗野球大会」に近
畿地区第１代表で出場します。はつらつとしたプレーで会
社、地域の皆さまに勝利の喜びをお届けできるよう頑張り
ます。ご声援のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

▪例会変更のお知らせ（和歌山東南RC、和歌山北RC、和
歌山城南RC、岩出RC）
▪林会長ご挨拶記事（7/10わかやま新報に掲載）
▪本日例会終了後、第３回クラブ協議会開催 13時45分～
▪岡本ガバナー公式訪問について（7/28）
▪第１回90周年実行特別委員会開催案内（7/28）及び出欠報
告依頼

幹　　　事　　　報　　　告

7/19〜20に旅行会のメンバーと
御家族様にて能登半島沖地震応援
のため旅行に行かせていただきま
した。まだまだ地震の爪痕が随所
に見られ痛ましい惨状の中、“復
興”に頑張っておられる地元の皆
様が頼もしく見えました。一日で
も早い“復興”を心から祈念してお
ります。　　　　　（河村秀樹）

誕生日お祝い

委　　員　　会　　報　　告

環境保全・社会奉仕委員会
岩 西 智 宏 委員長　

　「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金
運動へのご協力の御礼


